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①臨海部の重要性： 経済規模（三大湾の例）

1資料：第一回 新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会」



②臨海部堤外地の高潮リスク （三大湾の例）

2資料：第一回 新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会」

参考：高潮と津波の特性の違い
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 事前準備の時間：数日～１週間
 作用する流体力は比較的小さい
 高潮潮位まで堤内外全体の水位が上昇
 時間スケール：数時間～数週間

 事前準備の時間：数十分～数時間
 強大な流体力が作用
 防潮堤天端を越える水塊が堤内に流入
 時間スケール：数十分～１日程度

高潮潮位

高 潮
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越える水塊
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③高潮による浸水想定範囲
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注１：海岸保全施設については海岸省庁（水産庁、農林水産省農村振興局、国土交通省河川局（当時））及び海岸管理者の協力を得て、平成20年度末の天端高及び耐震化状況を設定。
注２：本想定は、東京湾沿岸部分からの越波・越流等による浸水想定結果を示したものであり、河川からの氾濫浸水及び排水については考慮していない。
注３：本想定は、東京湾沿岸全体で影響人口が最も大きくなると推測される台風コースを設定した場合の最大浸水深を示したものである。

地域によっては、台風コースにより、本想定よりも最大浸水深が大きくなる可能性がある。

中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」（第14回）で報告

④高潮被災事例１ ： 三河港 台風18号（2009年）

資料：第2回港湾の避難対策に関するガイドライン検討委員会 5



⑤高潮被災事例２ ： 下関港 9918台風（1999年）

A電力の浸水状況 C製鉄所のパイプライン被災状況 自動車販売店整備工場の被災状況

•下関市長府地区で護岸の損壊により埋立地全体が浸水。

•A電力では，浸水により発電機2機が停止し，4日後と7日後に運転を再開した。また，船舶漂着による護岸の損壊

も生じた。

•B製鉄所では，敷地全体が浸水し，甚大な被害を被った。

•C製鉄所では，波浪による水際部のパイプライン，LNG受入施設が被災した。

•自動車販売店では，波浪の工場内への侵入により，整備車両が漂流し天井やシャッターを損壊した。

出典：高潮対策検討調査報告書 （山口県高潮対策検討委員会，H12.9）
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⑥東日本大震災でのサプライチェーンの被災事例
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資料：「サプライチェーンのＢＣＰ」（2011年7月、三菱総合研究所 古谷俊輔）

◆サプライチェーンの被災の連鎖
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⑦臨海部産業の被災による影響 ： 石油化学コンビナートの場合

◆石油化学コンビナートにおける原料・製品の関係図

明和海運(株)ホームページより引用（平成27年9月現在）

参考：SCMにおけるグリッドロック現象
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図 交通網におけるグリッドロック現象

資料：土木学会論文集D3,Vol.70より

図 ＳＣＭにおける情報の流れ

資料：「サプライチェーン・マネジメントとロジスティクス管理入門」

グリッドロック現象とは，ネットワーク上のボトル
ネック交差点を先頭にして延伸した渋滞車列が，
街区等のグリッド状の道路ネットワーク上を一周し
て，ボトルネック交差点の下流側道路リンクまで渋
滞車列がつながることで，ボトルネック交差点の交
通容量に影響を及ぼし，渋滞が更に悪化する現象
である。

（土木学会論文集D3,Vol.70より引用）

⇒ ＳＣＭでも同様の現象が発生するのでは？

• 特定の工場の生産が停滞することでＳＣＭが止まる
• 港湾機能の一部がマヒし、物流が停止することでＳＣＭが止まる


